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問 1 電極面積 S [m2]，電極間距離 3d [m]の平行平板コンデンサ

があり，電極間に一定の電圧 V [V]が印加されている。こ

のコンデンサに電極と同じ面積で厚さ d [m]，誘電率 ε  

[F/m]の誘電体板を図 1 のように，電極間に平行に挿入し

た。以下の問いに答えよ。ただし，真空中の誘電率を ε0 

[F/m]とする。また，電極間距離 3d に対して電極面積 S は

十分に大きいため，端効果は考えなくてよい。 

(1) このコンデンサの静電容量 C [F]を求めよ。 

(2) このコンデンサに蓄えられている静電エネルギーU [J]を

求めよ。 

(3) このコンデンサの内部において，誘電体がない部分(真空

中)の電界の大きさ E0 [V/m]と誘電体中の電界の大きさ E 

[V/m]をそれぞれ求めよ。 

問 2 以下の問いに答えよ。 

(1) 図 2 に示すように，半径 a [m]の円形コイルに上から見て

反時計回りに電流 I [A]が流れているとき，円の中心 O か

ら中心軸上に距離 z [m]の点Pにおける磁界の強さH [A/m]

を求めよ。 

(2) (1)のとき，円の中心 O における磁界の強さ H [A/m]を求め

よ。 

(3) 図 3 に示すように，半径 a [m]の 2 つの円形コイルを間隔

a [m]で平行に配置し，同じ向き（右側から見て反時計回

り）に電流 I [A]を流すとき，2 つの円形コイルの中心を結

ぶ線上の中心 O における磁界の強さ H’ [A/m]を求めよ。 

問 3 図 4 に示すように，無限に長い直線状導線に電流 I [A]が

流れている。導線と同一平面内に，2 辺の長さ a [m]と b 

[m]の長方形コイルを導線に平行で，かつ，最短距離 d [m]

の位置に配置するとき，以下の問いに答えよ。ただし，真

空中の透磁率を μ0 [H/m]とする。また，コイル内の誘導電

流が作る磁界は無視してよい。 

(1) 長方形コイルを貫く磁束 Φ [Wb]を求めよ。 

(2) 直 線 状 導 線 に 流 れ る 電 流 I が 時 間 的 に 変 化 し ， 

I(t) = I0 cos ωt [A]であるとき，長方形コイルに発生する誘

導起電力の最大値 Vm [V]を求めよ。ただし，ω [rad/s]は角

周波数である。 


